
令和７年２月の主なおはぎ
薔薇 紅梅 白梅 チョコレート 小豆栗 キャラメルアーモンド

小豆餡、キャラメル餡
アーモンド

【乳、アーモンド使用】

小豆餡、白餡
抹茶、天然着色料

小豆餡、梅餡
白餡、天然着色料

白餡、梅餡
天然着色料

チョコレート餡
白餡

抹茶、天然着色料

小豆餡
渋皮マロン餡

栗甘露煮

粒あん、バター
【乳使用】

白餡、いちご餡
いちご、抹茶

　※ おはぎは冷蔵庫に入れると餅米が固くなるため、涼しいお部屋での常温保存をお願いします。

　　日替わりおはぎなど最新の情報は当店インスタグラムでご確認ください。

あんバター 苺

苺のおはぎは、苺
の入荷状況により
ご用意できない日
があります

・お持ち帰りは、通常無料の白箱に
　お入れします。
・プレゼント等にご利用の際は、有料
　のわっぱやお重もご用意しています。
　　小わっぱ…３個
　　中わっぱ…４個
　　大わっぱ…５～７個
　　お重………９個

皆さん、こんにちは「おはぎともなかと」スタッフのふくです。

2月と言えば、梅の季節ですね。

その昔、万葉集の時代、日本で花と言えば、桜ではなく梅を指していたほど、梅の花は万葉の人々から愛され

ていました。

万葉集は、7世紀後半から8世紀後半ころにかけて編まれた日本に現存する最古

の和歌集です。

天皇、貴族から下級官人、防人、大道芸人、農民など、さまざまな身分の人々

が詠んだ歌が、なんと4500首以上も集められており、中でも梅を詠んだ歌は、

118首もあるそうです。

現在の元号である「令和」の出典が万葉集であることは有名な話ですね。

天平二年正月十三日（西暦730年2月4日）、大宰府に赴任していた大伴旅人の

邸で、梅花の宴が開催され、そこで詠まれた「梅花の歌32首」の序として書か

れた部分こちらが、令和の出典になります。

「初春の令月にして、気淑(よ)く風和(やわら)ぎ、梅は鏡前の粉を披(ひら)き、蘭は珮(はい)後の香を薫らす」

現代語訳は、「時あたかも新春の好き月（よきつき）、空気は美しく風はやわらかに、梅は美女の鏡の前に装

う白粉（おしろい）のごとく白く咲き、蘭は身を飾った香の如きかおりをただよわせている」となります。

今でも多くの人が自然を大切にし、花を愛でる日本の文化風習を、これからも大事にしていきたいですね。

〇 おはぎの予約について

現在、条件を付けず、1個からご予約をお受けしておりますので、お気軽にお申し付けください。

予約方法は、従来どおり店頭またはお電話で前日の15時までにご連絡ください。

〇 ２月の催事出店予定のお知らせ

２月１日（土）マークイズみなとみらい１階 （神奈川なでしこブランド展示・販売）

※お店も通常通り営業します

16日（日）ちっちゃ森マルシェ（厚木農園 : 厚木市飯山 3830-1 ）

23・24日（日・月）本厚木ミロード地下１階

23日（日）ねこねこ大展覧会（東京都立産業貿易センター 台東館７階 浅草）

発行：おはぎともなかと 厚木市旭町4-3-13 046-212-2868

定休日 日曜日・月曜日・火曜日

営業時間 11時～16時（おはぎが無くなり次第終了）
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